
単位数 7単位（通年）

時間 70時間

開講時期 前期 担当教員
担当教員の
実務経験

有 ・ 無

チェック欄

第１～２回

第３～５回

第６～９回

第１０～１２回

第１３～１５回

第１６～１８回

第１９～２１回

第２２～２４回

第２５～２７回

第２８～３１回

第３２～３３回

第３４～３５回 前期試験・医療秘書3・2級対策講座

泌尿器系

内分泌系

呼吸器系

消化器

生殖器

運動器系

①担当講師による講義と、グループワークを通して理解を深め、医療人としての常識的な会話ができるよう努力する。
③医療秘書検定3級・2級に沿った内容による対策。

◆テキスト・参考資料等 ◆成績評価の方法

基礎医学（医療秘書教育全国協議会） 中間テスト・定期試験・其の他（授業出席、授業態
度、他）にて評価。

授業計画

総論

神経系・感覚器

循環器系

神経系・感覚器

血液

◆授業の概要・授業方針

区分４ 医療秘書科 授業科目名 医療知識

小丸　検造

◆実務経験の内容
1983年～2024年　日本赤十字社　長崎原爆病院にて病理検査、生化学検査、免疫・RI検査、血液検査、一般検査および生理検
査全般を担当。

◆授業の目的・目標
現場で求められる最低限の基礎的・基本的な医学知識の習得と、医療秘書検定3級・2級合格。


